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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
銀
河
の
聖
域

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
７
２
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
プ
ラ
チ
ナ

【
あ
ら
す
じ
】

　
相
応
の
対
価
を
払
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
願
い
で
も
叶
え
て
く
れ
る
と
い
う
侑

子
。
そ
ん
な
彼
女
の
元
に
、
不
思
議
な
星
の
輝
き
を
胸
に
秘
め
た
者
た
ち
が
訪

れ
る
・
・
・
・
。
「
ｘ
ｘ
ｘ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
ｉ
Ｃ
」
は
原
作
４
巻
あ
た
り
の
話
、
「
美

少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」
は
原
作
は
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
Ｓ
と
ス
タ
ー
ズ
の
間
、

ア
ニ
メ
は
ス
タ
ー
ズ
（
ネ
ヘ
レ
ニ
ア
編
）
と
ス
タ
ー
ズ
（
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
編
）

の
間
の
話
で
す
。



2

Ａ
パ
ー
ト
（
前
書
き
）

お
久
し
振
り
で
す
。
更
新
は
２
日
ご
と
に
な
る
予
定
で
す
。
本
編
は
３
部
構
成

で
す
。
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Ａ
パ
ー
ト

四
月
一
日
「
っ
た
く
！
な
ん
な
ん
だ
よ
百
目
鬼
の
野
郎
！
！
い
な
り
寿
司
、
い

な
り
寿
司
っ
て
ー
！
！
あ
れ
が
人
に
も
の
を
頼
む
態
度
か
―
―
―
っ
！
？
」

ガ
ラ
ッ

四
月
一
日
「
こ
ん
に
ち
は
ー
。
」

四
月
一
日
は
店
の
扉
を
開
け
た
。

？
「
犯
人
は
お
前
だ
！
」

四
月
一
日
「
は
？
」

四
月
一
日
は
突
然
何
者
か
に
指
を
差
さ
れ
た
。

四
月
一
日
「
あ
の
・
・
・
な
ん
で
す
か
？
こ
れ
。
」

侑
子
「
見
り
ゃ
分
か
る
で
し
ょ
？
テ
レ
ビ
よ
。
」

四
月
一
日
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
！
」

四
月
一
日
「
な
ん
で
扉
越
し
に
テ
レ
ビ
な
ん
て
置
い
て
ん
で
す
か
ー
！
！
」

四
月
一
日
は
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。

侑
子
「
四
月
一
日
、
コ
ナ
ン
君
に
犯
人
扱
い
さ
れ
る
の
巻
を
撮
っ
て
た
の
よ
。
」
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侑
子
は
テ
レ
ビ
の
後
ろ
か
ら
、
四
月
一
日
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
い
た
。

四
月
一
日
「
人
の
愕
然
撮
っ
て
ど
う
す
ん
で
す
か
！
！
」

が
く
ぜ
ん

侑
子
「
そ
う
ね
ぇ
・
・
・
・
バ
◯
デ
ミ
ー
大
賞
に
で
も
投
稿
す
る
ー
？
あ
ん
ま

り
ウ
ケ
な
い
と
思
う
け
ど
。
」

四
月
一
日
「
っ
て
！
要
す
る
に
理
由
も
な
く
撮
っ
て
た
ん
す
か
・
・
・
・
。
疑

問
系
だ
し
・
・
・
・
。
」

四
月
一
日
は
呆
れ
た
。

四
月
一
日
は
テ
レ
ビ
を
ど
け
て
、
侑
子
の
居
る
店
の
部
屋
へ
と
入
っ
た
。

四
月
一
日
「
侑
子
さ
ん
っ
て
、
好
き
な
作
品
多
い
ん
す
ね
・
・
・
・
。
キ
ャ
シ

ャ
ー
ン
と
か
Ｃ
Ａ
Ｔ
’
Ｓ
 

Ｅ
Ｙ
Ｅ
と
か
・
・
・
・
。
」

侑
子
「
あ
ら
。
つ
く
り
話
と
思
っ
て
る
？
コ
ナ
ン
君
達
の
事
。
」

四
月
一
日
「
え
？
」

侑
子
「
前
に
も
言
っ
た
で
し
ょ
？
本
当
に
在
る
と
知
っ
て
い
る
も
の
に
と
っ
て

あ

は
真
実
だ
っ
て
・
・
・
・
。
」

四
月
一
日
「
あ
あ
。
確
か
・
・
・
小
狼
君
達
が
店
に
来
た
時
に
・
・
・
・
。
」

四
月
一
日
「
そ
う
い
え
ば
、
今
頃
ど
う
し
て
る
ん
す
か
ね
？
小
狼
君
。
」

侑
子
「
さ
あ
？
で
も
」



5

侑
子
「
信
じ
ま
し
ょ
う
。
未
来
を
。
」

四
月
一
日
「
・
・
侑
子
さ
ん
？
」

侑
子
の
体
貌
に
、
意
味
深
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。

た
い
ぼ
う

侑
子
「
・
・
・
・
・
お
客
ね
。
」

四
月
一
日
「
え
？
」

侑
子
「
四
月
一
日
ー
！
庭
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
き
て
ー
！
」

四
月
一
日
「
な
ん
で
で
す
か
！
？
つ
か
・
・
・
今
回
は
庭
に
ワ
ナ
仕
掛
け
た
ん

で
す
か
・
・
・
・
？
」

侑
子
「
何
で
す
っ
て
？
」

四
月
一
日
「
?
っ
！
」

侑
子
「
準
備
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
。
」

四
月
一
日
「
準
備
っ
て
・
・
・
ど
ん
な
・
・
・
・
。
」

侑
子
「
客
を
迎
え
る
為
の
・
・
・
・
よ
。
」



6

Ａ
パ
ー
ト
（
後
書
き
）

こ
の
小
説
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
前
作
「
絶
対
大
丈
夫
だ
よ
」
に
つ

い
て
。

１
．
本
文
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
修
正
・
編
集
し
ま
し
た
。

２
．
連
載
終
了
後
も
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
っ
て
い
る
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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